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第 １ 章   総   則  

 

第 １ 条  適  用  

   こ の 仕 様 書 は 、 本 業 務 の 履 行 に 適 用 す る 。  

   

第 ２ 条  疑  義  

受 注 者 は 、 業 務 の 方 針 及 び 条 件 等 に 疑 義 が 生 じ た 場 合 、 速 や か に 調

査 職 員 と 協 議 す る も の と す る 。  

 

第 ３ 条  秘 密 厳 守  

受 注 者 は 業 務 上 知 り 得 た 内 容 を 第 ３ 者 に 漏 ら し た り 転 用 し た り し て

は な ら な い 。  

ま た 、 訪 問 し て 行 な う ｢面 接 調 査 ｣、 ま た は 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 す る

際 に 必 要 と な る 見 積 り 条 件 の 開 示 範 囲 及 び 内 容 に つ い て は 、 調 査 職 員

と 協 議 の 上 、 決 定 す る も の と す る 。  

 

第 ４ 条  履 行 場 所  

本 業 務 の 履 行 場 所 は 、 千 葉 県 松 戸 市 内 及 び そ の 他 発 注 者 か ら 指 定 の

あ っ た 地 域 と す る 。  

 

第 ５ 条  履 行 期 間  

本 業 務 の 履 行 期 限 は 、 契 約 締 結 日 の 翌 日 よ り 令 和 8年 7月 31日 ま で と

す る 。  

た だ し 、 調 査 結 果 の 速 報 (決 定 価 格 な ど の 暫 定 資 料 )を 令 和 8年 6月 24

日 ま で に 報 告 す る も の と す る 。  

 

第 ６ 条  協 議 、 打 合 せ  

受 注 者 は 、 常 に 発 注 者 と 密 接 な 連 絡 を 取 り な が ら 業 務 を 進 め る と と

も に 、 発 注 者 と 業 務 内 容 に つ い て 打 合 せ を 行 な う も の と す る 。  

  



 

第 ２ 章   業 務 内 容  

第 ７ 条  目  的  

本 業 務 は 、 千 葉 県 松 戸 市 内 及 び そ の 他 発 注 者 か ら 指 定 の あ っ た 地 域 に

お け る 資 材 価 格 調 査 を 実 施 し 、 今 後 の 工 事 積 算 に 用 い る 設 計 単 価 決 定 及

び 歩 掛 決 定 の 基 礎 資 料 と す る も の で あ る 。  

 

第 ８ 条  建 設 資 材 価 格 調 査 計 画 の 提 出  

受 注 者 は 、 価 格 調 査 決 定 等 の 調 査 方 法 及 び 調 査 内 容 等 を 明 ら か に し た

資 材 価 格 調 査 計 画 を 作 成 し 提 出 す る も の と す る 。  

 

第 ９ 条  建 設 資 材 価 格 調 査  

1 調 査 の 内 容  

調 査 す る 価 格 は 、 原 則 と し て 千 葉 県 松 戸 市 内 及 び そ の 他 発 注 者 か ら

指 定 の あ っ た 地 域 に お い て 、 民 間 企 業 (工 事 業 者 等 )に 販 売 さ れ る 「 実

勢 価 格 ｣と し て 決 定 し 、 取 引 き 実 績 が 少 な く 実 勢 価 格 の 決 定 が 困 難 な

も の に つ い て は 、 同 資 材 の 周 辺 価 格 、 経 済 動 向 等 を 十 分 調 査 の 上 、 厳

正 に 決 定 し な け れ ば な ら な い 。  

な お 、 当 該 業 務 の 受 託 者 が 、 資 本 若 し く は 人 事 面 に お い て 関 連 が あ

る 資 材 等 の メ ー カ ー を 当 該 業 務 の 調 査 対 象 と し な い も の と す る 。  

2 取 引 き 数 量  

発 注 者 の 指 示 に よ る も の と す る 。  

3 荷 渡 し 条 件  

荷 渡 し 条 件 は 、 現 場 着 単 価 と す る 。 た だ し 、 対 象 資 材 に よ っ て 、 こ

れ に よ り が た い 場 合 は 、 通 常 行 わ れ て い る 商 習 慣 に し た が っ て 、 工 場

渡 し 及 び 問 屋 倉 庫 渡 し 等 と す る 。  

4 決 済 条 件  

決 済 条 件 は 、 現 金 決 済 を 条 件 と す る 。 な お 、 60日 以 内 の 支 払 い は 現

金 決 済 と 同 様 と す る 。  

5 調 査 対 象 業 者 の 選 定  

調 査 対 象 業 者 は 、 調 査 の 目 的 に 合 っ た 取 引 き が 集 中 す る 流 通 段 階

(生 産 者 、 問 屋 及 び 特 約 店 )に お け る 取 引 き 業 者 を 母 集 団 と し 、 そ の 中

か ら 対 象 資 材 の 取 引 き 数 量 が 多 く 、 か つ 信 頼 度 の 高 い 代 表 的 な 業 者 を

選 定 す る 。  



 

選 定 方 法 は 、 対 象 資 材 の 販 売 高 、 ま た は 主 な 生 産 者 と の 取 引 高 、 販

売 エ リ ア 等 の デ ー タ を も と に 選 定 す る 。  

6 調 査 対 象 資 材 及 び 調 査 対 象 地 区  

発 注 者 の 指 示 に よ る も の と す る 。  

7 調 査 方 法  

調 査 方 法 は 、 調 査 対 象 業 者 （ 生 産 者 、 特 約 店 、 販 売 店 等 ） を 訪 問 し

て 行 う 「 面 接 調 査 」 、 「 聞 き 取 り 調 査 」 、 調 査 票 を 郵 送 す る 通 信 調 査

及 び 電 話 調 査 を 併 用 し 、 幅 広 く 調 査 を 行 う も の と す る 。  

8 調 査 価 格 決 定  

調 査 価 格 の 決 定 は 、 調 査 時 点 に お い て 取 引 の 実 例 (実 勢 価 格 )が 最 も

多 か っ た 価 格 に よ る も の と す る 。  

な お 、 価 格 の 決 定 に お い て は 、 十 分 に 審 査 を 行 っ た 上 決 定 す る も の

と し 、 そ の 結 果 の 整 理 と り ま と め を 行 い 報 告 す る も の と す る 。  

 

第 10条  調 査 の 手 続 き  

業 務 の 実 施 に あ た っ て は 、 指 定 す る 者 が 発 行 す る 調 査 指 示 書 (別 紙 )

に 従 い 業 務 を 行 う も の と し 、 受 注 者 は 、 発 注 者 が 提 供 す る 他 の 調 査 資

料 と の 重 複 等 に つ い て 確 認 し 報 告 す る も の と す る 。  

 

 

 

第 11条  資 材 、 調 査 区 分 及 び 予 定 数 量  

 １  資 材 、 調 査 区 分 及 び 予 定 数 量 は 下 記 の と お り と す る 。  

資 材 ・ 調 査 区 分  単 位  予 定 数 量  備    考  

Ａ － ①  品 目  12  

Ｃ － ①  品 目  1  

Ｅ － ①  ｶｳﾝﾄ 2  



 

２  資 材 区 分 等 に つ い て は 下 記 に よ る も の と す る 。  

資 材 区 分  適 用 調 査 区 分  

Ａ 資 材  

(一 般 資 材 ) 

 

 

Ａ － ①  図 面 の 不 要 な 資 材 。「 物 価 資 料 」 掲 載 品 目 に 準

ず る 標 準 品 （ 原 則 と し て 市 中 流 通 品 )で 都 内 あ

る い は 事 務 所 ・ 支 部 所 在 地 に お い て 調 査 が 可

能 、 か つ 調 査 対 象 者 が 確 保 さ れ て い る 資 材 。  

Ａ － ②  
上 記 に て 、同 一 品 目 11 規 格 以 上 30 規 格 以 下 の

調 査 を 行 う 場 合 。  

Ｂ 資 材       

(地 場 資 材 )    

Ｂ － ①  図 面 の 不 要 な 資 材 。「 物 価 資 料 」 掲 載 品 目 に 準

ず る 標 準 品 （ 原 則 と し て 市 中 流 通 品 )で 調 査 対

象 地 区 の 生 産 拠 点 等 を 対 象 に 、現 地 あ る い は 周

辺 地 区 の 調 査 が 必 要 な 資 材 。  

Ｂ － ②  
上 記 に て 、同 一 品 目 11 規 格 以 上 30 規 格 以 下 の

調 査 を 行 う 場 合 。  

Ｃ 資 材       

（ 図 面 付 資 材 ) 

Ｃ － ①  図 面 付 き （ 図 面 が 必 要 な )資 材 。 指 定 図 面 に 基

づ く 仕 様 で 調 査 を 実 施 す る 資 材 で あ り 、 以 下

の 範 囲 に 入 る 資

材 。                     

① 「 物 価 資 料 」 の 掲 載 品 目 に 準 ず る 製 品 で 調

査 先 、 見 積 依 頼 先 の 選 定 が 比 較 的 容 易 で あ る

こ と 。  

② 当 該 資 材 ま た は 類 似 品 の 市 場 取 引 情 報 が あ

る こ と 。  

Ｃ － ②  
上 記 に て 、同 一 品 目 11 規 格 以 上 30 規 格 以 下 の

調 査 を 行 う 場 合 。  

Ｄ 資 材  

（ 特 殊 資 材 等 ）  

※ 図 面 添 付 資 材  

Ｄ  
複 雑 な 構 造 を し て お り 、高 度 な 技 術 を 要 す る 設

備 機 器 等 の 資 材 。  

※ な お 、 上 記 に つ い て の 解 釈 は 以 下 の と お り と す る 。  

注 １ ） 同 一 品 目 で あ っ て も 調 査 時 期 が 異 な っ た 場 合 、 別 品 目 扱 い と す る 。  

注 ２ ） 同 一 規 格 で あ っ て も 調 査 時 期 が 異 な っ た 場 合 、 別 品 目 扱 い と す る 。  

注 ３ ） 図 面 付 き 資 材 で あ っ て も 、 標 準 品 と し て 判 断 さ れ る 場 合 は Ａ ま た は

Ｂ 資 材 扱 い と す る 。  



 

３  調 査 区 分 等 に つ い て は 下 記 に よ る も の と す る 。  

調 査 区 分  適 用 調 査 区 分  

工 事 費 調 査 Ｄ  

( 市 場 単 価 が 存 在

す る 工 種 ※ １ ) 

 

 

Ｄ － ①  図 面 付 き 工 種 。工 法 、使 用 機 械 等 が 基 準 と 同 一

で 、単 位 当 た り の 工 事 費 を 求 め る 土 木 工 事 標 準

積 算 基 準 書 及 び 他 機 関（ 土 木 工 事 標 準 積 算 基 準

書 以 外 ）の 積 算 基 準 書 に 準 ず る 標 準 的 な 工 事 費

調 査 。  

Ｄ － ②  
上 記 に て 、特 殊 工 法 等 を 用 い る 積 算 基 準 に 準 拠

し て い な い 単 位 当 た り の 工 事 費 調 査 。  

工 事 費 調 査 Ｅ  

( 歩 掛 等 の 内 訳 を

含 む ) 

     

Ｅ － ①  図 面 付 き 工 種 。工 法 、使 用 機 械 等 が 基 準 と 同 一

で 、土 木 工 事 標 準 積 算 基 準 書 及 び 他 機 関（ 土 木

工 事 標 準 積 算 基 準 書 以 外 ）の 積 算 基 準 書 に 準 ず

る 標 準 的 な 単 位 当 た り の 歩 掛 調 査 。  

Ｅ － ②  
上 記 に て 、特 殊 工 法 等 を 用 い る 積 算 基 準 に 準 拠

し て い な い 単 位 当 た り の 歩 掛 調 査 。  

※ な お 、 上 記 に つ い て の 解 釈 は 以 下 の と お り と す る 。  

注 １ ） 同 一 規 格 で あ っ て も 調 査 時 期 、 地 区 が 異 な っ た 場 合 、 別 品 目 扱 い と

す る 。  

注 ２ ） 工 事 費 等 に つ い て は 、 資 材 と 異 な り 「 １ 規 格 」 を 「 １ カ ウ ン ト 」 と

す る 。  

※ １ ： 土 木 工 事 標 準 積 算 基 準 書 に 掲 載 の あ る 「 土 木 工 事 市 場 単 価 の 細 別 」

の 中 で 適 用 範 囲 外 の も の 、 規 格 違 い の も の 等 。  

※ ２ ： 特 注 品 と は 積 算 資 料 等 の 物 価 資 料 に 掲 載 の な い も の 。  



 

第 12条  価 格 プ ロ セ ス の 確 認  

受 注 者 は 、 業 務 履 行 期 間 中 に 発 注 者 に よ る 価 格 決 定 プ ロ セ ス の 確 認 を

受 け な け れ ば な ら な い 。 な お 、 回 数 は 1回 以 上 と す る 。  

ま た 、 発 注 者 に よ る 確 認 は 下 記 の 資 料 の 提 示 を 受 け 行 う も の と す る 。  

○ 価 格 決 定 説 明 書  

・ 調 査 対 象 業 者 の 選 定 (規 模 、 業 者 数 、 取 引 高 、 販 売 エ リ ア 等 ) 

・ 価 格 調 査 を 行 っ た メ ー カ ー 等 の 価 格 調 査 個 票 (資 材 品 目 、 規 格 、

価 格 等 ) 

・ 調 査 価 格 の 信 頼 性 判 定  

・ 最 終 価 格 の 決 定  

○ 受 注 者 内 部 の 審 査 状 況  

・ 内 部 の 審 査 結 果  

・ 内 部 審 査 資 料  

○ そ の 他 、 発 注 者 の 指 示 す る 資 料  

 

第 13条  調 査 結 果 の 報 告  

本 業 務 の 成 果 品 は 、 Ａ ４ 版 ２ 部 と す る 。  

 

第 14条  そ の 他  

  本 業 務 に お け る 成 果 品 作 成 及 び 照 査 結 果 に つ い て は 、 請 負 者 の 責 に お

い て 整 理 す る も の と し 、 調 査 職 員 か ら 資 料 の 提 供 を 求 め ら れ た 場 合 は 、

速 や か に 提 出 す る も の と す る 。  



特別調査項目一覧 令和8年度 資材価格特別調査業務委託

Ｎｏ 区分 資　材　・　調　査　名　称 規　　格 単位 予定数量 備　　考

耐震可とう継手(ｽﾍﾟｰｻｰｼﾞｮｲﾝﾄDR) HPφ900用　標準用 組 3 矢切地区排水整備

耐震可とう継手(ｽﾍﾟｰｻｰｼﾞｮｲﾝﾄDR) HPφ900用　斜角用 組 4 矢切地区排水整備

2 A-① 矩形マンホール用頂版ブロック 1800×1800-300 個 3 矢切地区排水整備

矩形マンホール用基礎ブロック 1800×1800-1500(上) 個 3 矢切地区排水整備

矩形マンホール用基礎ブロック 1800×1800-1200(下) 個 3 矢切地区排水整備

横矢板 H=1.0m　t=40mm ㎥ 40.8 矢切地区排水整備

横矢板 H=1.3m　t=80mm ㎥ 17.68 矢切地区排水整備

横矢板 H=1.13m　t=90mm ㎥ 15.37 矢切地区排水整備

横矢板 H=1.23m　t=90mm ㎥ 16.71 矢切地区排水整備

横矢板 H=2.05m　t=100mm ㎥ 27.88 矢切地区排水整備

横矢板 H=2.71m　t=110mm ㎥ 36.86 矢切地区排水整備

横矢板 H=1.28m　t=120mm ㎥ 17.41 矢切地区排水整備

横矢板 H=2.05m　t=130mm ㎥ 27.88 矢切地区排水整備

5 A-① レジンコンクリート管 φ700 本 14 南花島排水整備

6 E-① 石畳風舗装 半たわみ ショット仕上げ 化粧目地切 通常色 施工幅標準 ㎡ 487 坂川散策路整備

7 E-① 砂利舗装 伊勢砂利φ20～30、防草シート　 ㎡ 45 坂川散策路整備

8 A-① 門扉 W=1000×H800 基 1 坂川散策路整備

ベンチ W1600×D152×H458 基 1 坂川散策路整備

ベンチ W1800×D412×H585 基 1 坂川散策路整備

柵 H=800　2段　端部支柱 本 6 坂川散策路整備

柵 H=800　2段　中間支柱 本 56 坂川散策路整備

柵 H=1100　3段　端部支柱 本 6 坂川散策路整備

柵 H=1100　3段　端部支柱 本 56 坂川散策路整備

柵 ﾋﾞｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ2.0m用 本 186 坂川散策路整備

柵 ﾋﾞｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ3.0m用 本 123 坂川散策路整備

11 A-① 引込ポール 鋼管ポール 全長6.3m 分電盤共架 本 1 坂川散策路整備

分電盤　L-1 ポール共架　防水 面 1 坂川散策路整備

分電盤　L-2 ポール共架　防水 面 1 坂川散策路整備

分電盤　L-3 ポール共架　防水 面 1 坂川散策路整備

分電盤　L-4 ポール共架　防水 面 1 坂川散策路整備

分電盤　L-5 屋外熱対策　電子クーラー式 面 1 坂川散策路整備

13 A-① 通路用庭園灯 防水 基 13 坂川散策路整備

14 A-① 河川用スポットライト 防水 色温度3000K 器具光束2070lm 基 17 坂川散策路整備

15 A-① 河川用投光器 防水 LEDフルカラー 40W 基 3 坂川散策路整備

※工事費調査については、歩掛り等の内訳を含む。

1 A-①

A-①

C-①

3

12

A-①4

10 A-①

9 A-①
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内容表示

松 戸 市 建 設 部 河 川 清 流 課

松戸市中矢切133番地先
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調査番号【No.1～No.3】
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松 戸 市 建 設 部 河 川 清 流 課

松戸市中矢切133番地先

8

施工手順

STEP①：一次掘削として、地表面-2.000mの高さ(TP+3.140)まで掘削を行う。

STEP②：1断面の腹起を設置する。

STEP③：二次掘削として、地表面-3.130mの高さ(TP+0.010)まで掘削を行う。

STEP④：2断面の腹起を設置する。

STEP⑤：最終掘削として、地表面-4.840mの高さ(TP-1.700)まで掘削を行う。

調査番号【　No.4　】
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腹起 H-300x300x10x15(2段目)
腹起 H-300x300x10x15(1段目)

腹起 H-300x300x10x15(2段目)
腹起 H-300x300x10x15(1段目)
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腹起 H-300x300x10x15(2段目)
腹起 H-300x300x10x15(1段目)
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設
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HPφ9001

新設

1.3‰
45.06

-0.189 -0.169

HPφ9001

新設
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45.06

HPφ9002

新設

1.3‰
19.85

-0.169-0.189

HPφ9002

新設

1.3‰
19.85

HPφ9001

新設

1.3‰
45.06

路線名

工事名称

令和      年度

S=1:50

人孔仮設計画図(2)

工事箇所

図面種別

図面番号

縮　尺

全 19 葉のうち第 14 号

内容表示

松 戸 市 建 設 部 河 川 清 流 課

松戸市中矢切133番地先

8

施工手順

STEP①：一次掘削として、地表面-2.000mの高さ(TP+1.37)まで掘削を行う。

STEP②：1断面の腹起を設置する。

STEP③：二次掘削として、地表面-3.229mの高さ(TP+0.141)まで掘削を行う。

STEP④：2断面の腹起を設置する。

STEP⑤：最終掘削として、地表面-4.279mの高さ(TP-0.909)まで掘削を行う。

調査番号【　No.4　】



人孔仮設計画図(3)
No.2 矩形人孔 1800x1800 S=1:50
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薬液注入工(二重管ストレーナ複相式)

親杭横矢板 H-250x250x9x14
L=8.00m
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1500 1500

2-2 断面図

4
1
0
0

薬液注入工(二重管ストレーナ複相式)

親杭横矢板 H-250x250x9x14
L=8.00m

3 3

腹起 H-300x300x10x15(1段目)
腹起 H-350x350x12x19(2段目)

腹起 H-400x400x13x21(3段目）

DL=TP-5.000 DL=TP-5.000

薬液注入工(二重管ストレーナ複相式)

親杭横矢板 H-250x250x9x14
L=8.00m
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-0.860-0.860

腹起 H-300x300x10x15(1段目)
腹起 H-350x350x12x19(2段目)
腹起 H-400x400x13x21(3段目）

腹起 H-300x300x10x15(1段目)
腹起 H-350x350x12x19(2段目)
腹起 H-400x400x13x21(3段目）

腹起 H-300x300x10x15(1段目)
腹起 H-350x350x12x19(2段目)
腹起 H-400x400x13x21(3段目）
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3-3 平面図
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腹起 H-300x300x10x15(1段目)
腹起 H-350x350x12x19(2段目)

腹起 H-400x400x13x21(3段目）
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新設
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1 HPφ900
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H
P
φ
9
0
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下
流

既
設

HPφ900既設
上流

HPφ9001

新設

1.3‰
45.06

既設
下流
HPφ900

HPφ900既設
上流

-0.110 -0.140
-0.090

HPφ9001

新設

1.3‰
45.06 HPφ900既設

上流

HPφ900既設-0.110 -0.090
-0.140

下流

路線名

工事名称

令和      年度

S=1:50

人孔仮設計画図(3)

工事箇所

図面種別

図面番号

縮　尺

全 19 葉のうち第 15 号

内容表示

松 戸 市 建 設 部 河 川 清 流 課

松戸市中矢切133番地先

8

施工手順

STEP①：一次掘削として、地表面-2.000mの高さ(TP+2.77)まで掘削を行う。

STEP②：1断面の腹起を設置する。

STEP③：二次掘削として、地表面-3.300mの高さ(TP+1.470)まで掘削を行う。

STEP④：2断面の腹起を設置する。

STEP⑤：三次掘削として、地表面-4.580mの高さ(TP-0.190)まで掘削を行う。

STEP⑥：3断面の腹起を設置する。

STEP⑦：最終掘削として、地表面-5.630mの高さ(TP-0.860)まで掘削を行う。

調査番号【　No.4　】



弾性目地
可とうマンホール継手

可とうマンホール継手 弾性目地

D1 Ｔ

700 700±3.0 731

呼び径

砕石基礎 砕石基礎
※ 可とう管継手は、下水道新技術推進機構認定品を使用すること。

弾性目地は、劣化をおこさないものを使用する。

継手の施工方法については、施工計画書に明記すること。

特記事項

強化プラスチック複合管寸法図(C形・K-2)

可とう継手標準図
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レジンコンクリート管寸法図(B形・K-11)
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強化プラスチック複合管布設図

レジンコンクリート管布設図
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呼び径 Ｌ

塩化ビニル管

L
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塩ビ管布設図
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管
外
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2
0
0

掘削幅 1200

再生砂

450

呼び径

470

外径

塩ビ管寸法図(ゴム輪・K-1)

管布設図 縮尺 1:20

工事名

河川名

図面種別

縮　尺

図面番号

工事箇所

管布設図

松戸市建設部河川清流課

1:20

全　20　葉ノ内第　10　号

松戸市 南花島三丁目41番地先

南花島三丁目排水整備工事

令和　８　年度

m1609927
長方形

m1806537
タイプライターテキスト
調査番号【　No.5　】



補足材：再生粒度調整砕石(RM-30)路盤

5
0

既設路盤

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 t=50

セメントミルク浸透工・超速硬ﾀｲﾌﾟ(12.6㍑/ｍ2)
意匠目地(幅5㎜内外、深さ10㎜内外)
ショットブラスト加工

石畳風舗装　

意匠目地
(幅5㎜内外、深さ10㎜内外)

ショットブラスト加工
@400

@
3
0
0

プライムコート(PK-3)

※開粒粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の粗骨材最大寸法は13㎜とする。

断面図　

舗装ﾊﾟﾀｰﾝ図　

5
0

断面図　

伊勢ゴロタ φ20～30

防草ｼｰﾄ敷き
長繊維系不織布
厚:0.4㎜程度 密度:0.35g/㎝3

砂利舗装　

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ

（別途計上）

120

1
2
0

2
0

1
0
0

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600（JIS A5371）

ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)基礎

断面図　

ﾓﾙﾀﾙ 1:3(空練り)

地先境界ブロック　舗装止め（W120）

4
5
0

1600

1
5
0

1480
152

100 100

1400

ベンチ-1　

座板：150×50
硬質発砲ｳﾚﾀﾝ樹脂(木目塗装)
芯材(A6063)

端部ﾍｯﾄﾞ：ｱﾙﾐ鋳物(AC4C)
ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ後焼付塗装仕上げ

端部支柱：100×t9
ｽﾁｰﾙ製(SS400)
電気亜鉛ﾒｯｷ後焼付塗装仕上げ

断面図　

※端部ﾍｯﾄﾞ、端部支柱の色はﾏｯﾄﾞﾌﾞﾗｯｸとする。

※座板：木目塗装は陰影木目出し仕上げ(3層塗装)とし、色は檜皮とする。
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4
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8

4
0
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8

100

ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)基礎

側面図　
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5
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1500

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・Wﾅｯﾄ
平座金
4-M12×250L

座板：150×50
硬質発砲ｳﾚﾀﾝ樹脂(木目塗装)
芯材(A6063)

端部ﾍｯﾄﾞ：ｱﾙﾐ鋳物(AC4C)
ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ後焼付塗装仕上げ

350

□300

ベンチ-2　
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412

 310

 1260(ｱﾝｶｰ芯)

1800

450

2
5
0

1
0
0

590620590

1
4
6

5
8
5

1360(基礎芯)

座板：
42×134×1800

※塗装色：ブラウン
※脚部は再生ポリプロピレン・再生ポリスチレンとする。
※座板は表皮：ＡＳＡ樹脂、内部：再生ポリスチレンとする

脚ﾍﾞｰｽ：
20×160×380

脚

補強ﾌﾚｰﾑ：
ｽﾁｰﾙ・焼付塗装

座板止め板：
20×100×380

仕切金具：t6×32
ｽﾁｰﾙ・焼付塗装

ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ：
M8×70L
ｽﾁｰﾙ・ﾒｯｷ

200

300

2
5
0

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)基礎

仕切金具：t6×32
ｽﾁｰﾙ・焼付塗装

座板：
42×134×1800

550

脚

断面図　

平面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

側面図　

仕切金具：t6×32
ｽﾁｰﾙ・焼付塗装

座板：
42×134×1800

4
1
2

1800

縮尺

工事箇所

工事名

図面名

図面番号

坂川散策路整備工事

詳細図（４）

松戸市 松戸1767番地先

松戸市 建設部 河川清流課

図　示 9

令和　　７　　年度

1：10（A1）
1：20（A3） 1：10（A1）

1：20（A3）

1：10（A1）
1：20（A3）

1：10（A1）
1：20（A3）

1：20（A1）
1：40（A3）

1：20（A1）
1：40（A3） 1：20（A1）

1：40（A3）
1：20（A1）
1：40（A3）

調査番号【No.6～No.9】

m1609927
線



2
5
0

蝶番

W1000

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ
（ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線)

胴縁

（ＳＵＳ品を除く）

上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの

※設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。
※基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

※本図門扉は片側１８０゜開きとする。

・ボルト、ナット

パネル取付金具類

・ワイヤメッシュ

※外装について

・門　柱 、 枠　体

・戸当り付両面回転施錠 溶融亜鉛めっきのみ・・・

・・・

・・・

亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装
 胴　　縁

・・・

戸当り付両面回転施錠

門柱 φ60.5×t2.3
8
0
0

7
5
0

5
0

枠体 φ50.8×t1.6
5
0
0

1
0
0

□300

350×400

断面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

平面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

袖壁撤去平面図　 1：20（A1）
　 1：40（A3）

ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)基礎

基礎袖壁撤去150

3
0
0

階段袖壁 袖壁

150

2
0
0

袖壁撤去

袖壁撤去断面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

41

5
3

34

亜鉛めっきの上防錆着色処理

門扉　

柵：主柱
(別途計上)

門柱 φ60.5×t2.3

柵　

@1500

8
1
7

4
0
0

1
0
0

□300

□400

主柱：ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄(FCD500)
亜鉛溶射後焼付塗装

90
° (45)

ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)基礎

※焼付塗装の色はﾁﾀﾝﾒﾀﾘｯｸとする。
※ｸｻﾘのﾌｯｸ取付部（４カ所）はｽﾃﾝﾚｽ製ﾅｽｶﾝ（南京錠25mm付）とする。

ﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)
ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟ6㎜
4箇所(中央部のみ両側)

差込ｽﾘｰﾌﾞ：
ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)
55×68×t1.5

底板：65×78×t1.5 水抜穴 φ20

19.7

25(68)

7
0

断面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

側面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

回転ｱｲﾎﾞﾙﾄ(SUS) φ5

南京錠25㎜
ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ｸｻﾘ(SUS)φ5×5ｺﾏ

ﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)
ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟ6㎜

施錠部

施錠部 正面図　 1：  5（A1）
    1：10（A3）

ｸｻﾘ(SUS)φ5

60

チェーン柵柵(別途計上） 柵(別途計上)

@1500

チェーン柵

縮尺

工事箇所

工事名

図面名

図面番号

坂川散策路整備工事

詳細図（５）

松戸市 松戸1767番地先

松戸市 建設部 河川清流課

図　示 10

令和　　７　　年度
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芯材：鋼管φ48.6×ｔ2.4

ビームカバー：合成木材φ60×t5
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コンクリート基礎式
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ＧＬ

3
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φ
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ＧＬ

3
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0

支柱 80×120

ウレタン樹脂

エンドキャップ

六角穴付ボタンボルト

Ｍ12×25

ビームカバー：合成木材φ60×ｔ5
芯材：鋼管φ48.6×ｔ2.4

80

φ
6
0

2
5

ビーム φ60

120

5
5

3
0
0

φ
6
0 3

6
0

断面図　 1：20（A1）
    1：40（A3）

インナープレート
80 六角穴付ボタンボルト

Ｍ12×25

埋込プレート

鋼管φ48.6×ｔ2.4

合成木材φ60×ｔ5

2
5

φ
6
0

ウレタン樹脂

エンドキャップ

芯材

ビームカバー

詳細図　 1：10（A1）
    1：20（A3）

※支柱塗装の色は監督員の指示に従う。

調査番号【No.6～No.10】

m1609927
線



調査番号【  No.10  】



陣屋口橋

不動橋

慈眼寺

縁石壊し、復旧（土木工事）

H

L-1-①

L-1-②

L-1-③

L-1-④

L-1

L-2-③

L-2-②

L-2

L-3

L-3-①

L-3-②

東電柱：角町58

東電柱：角町93

HH

東電柱：角町44

L-2-①

プルボックスタイプＣ

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＣ
EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

KPEV-S 0.9㎟-2P FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×3

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

FEP(30) ×2

B
B

B

B B

松戸神社

陣屋口橋 潜龍橋

L-5-②

L-5-①

L-4-①

L-4-②

L-4-④

L-4

L-5

L-4-③

東電柱：松西口139

東電柱：松西口502

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＢ

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4
FEP(30) ×2

事業者名

縮尺

作成年月日

工事名

図面名

会社名

図面番号 ２２

坂川散策路

電気設備全体平面図

令和６年３月

1：400(A1)

株式会社URリンケージ

松戸市 建設部 河川清流課

電 気 設 備 全 体 平 面 図

1：800(A3)

1:400(A1)
1:800(A1)

調査番号【No.11～No.14】



松戸神社

陣屋口橋 潜龍橋

不動橋

慈眼寺

松先稲荷神社

H

L-1-①

L-1-②

L-1-③

L-1-④

L-1

L-5-②

L-5-①

L-4-①

L-4-②

L-4-④

L-4

L-5

L-3

L-3-①

L-3-②

東電柱：角町58

L-4-③

東電柱：松西口139

電柱：角町93

HH

東電柱：角町44

東電柱：松西口502

B B

0 5 10 20 30 ｍ

N

不動橋

H

L-1-①

L-1-②

L-1-③

L-1-④

L-1

東電柱：角町58

東電柱：角町93

HH
B B

凡例（平面図－１）

記号 備考規格

投光器

引込ポール

庭園灯

H

スポットライト

引込分電盤

LED6.0W

LED31W

LED36W

全長6.3m

L-1・L-2

プルボックス　SUS製 防水

プルボックス　SUS製 防水

200×200×100 ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

100×100×100　

名称

EM-CE3.5-3C FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30)

KPEV-S 0.75㎟-2P FEP(30)

EM-CE3.5-3C G(22)

KPEV-S 0.9㎟-2P G(22)

GL-700 掘削幅(440)深さ(740)（土木工事）

GL-700 掘削幅(620)深さ(740)（土木工事）
EM-CE3.5-3C FEP(30)　×2

FEP(30)

GL-700 掘削幅(530)深さ(740)（土木工事）

L-1(13台)・L-2(17台)

L-1(7台)

L-2(3台)

ハンドホール　国土交通省仕様型 600×600×600

A

B

9
0
0
内
外

8
0
0
内
外

500

120

620

1
5
0

2
0
0

1,000

5
0

3
0
0

凡例（既存）

名称記号 名称

防犯灯

東電柱

NTT柱

街路灯

引込鋼管ポール

記号

事業者名

縮尺

作成年月日

工事名

図面名

会社名

図面番号 ２３

坂川散策路整備工事

電気設備平面図（１）

令和６年３月

1：500(A3)

株式会社URリンケージ

松戸市 建設部 河川清流課

KEY PLAN

平面図ー１ 平面図ー２

電 気 設 備 平 面 図 （１）

1：250(A1)

１：２５０（Ａ１）
１：５００（Ａ３）
１：２５０（Ａ１）
１：５００（Ａ３）
１：２５０（Ａ１）
１：５００（Ａ３）

調査番号【No.11～No.14】



松戸神社

陣屋口橋 潜龍橋

不動橋

慈眼寺

松先稲荷神社

縁石壊し、復旧（土木工事）

H

L-1-①

L-1-②

L-1-③

L-1-④

L-1

L-2-③

L-2-②

L-5-②

L-5-①

L-4-①

L-4-②

L-4-④

L-4

L-5

L-2

L-3

L-3-①

L-3-②

東電柱：角町58

L-4-③

東電柱：松西口139

電柱：角町93

HH

東電柱：角町44

L-2-①

東電柱：松西口502

プルボックスタイプＣ

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＢ

プルボックスタイプＣ
EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

KPEV-S 0.9㎟ -2P FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30) × 3

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

FEP(30) × 2

FEP(30) ×2

B
B

B

B
B

0 5 10 20 30 ｍ

N

松戸神社

陣屋口橋 潜龍橋

不動橋

慈眼寺

L-1-②

-③

L-1-④

L-1

L-3

L-3-①

L-3-②

東電柱：角町58

東電柱：角町44

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＣ
EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

FEP(30) ×2

凡例（平面図－２）

記号 名称 備考規格

庭園灯 LED6.0W

スポットライト LED31W

引込ポール 全長6.3m

引込分電盤 L-3

EM-CE3.5-3C FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

FEP(30)

GL-700 掘削幅(440)深さ(740)（土木工事）

GL-700 掘削幅(620)深さ(740)（土木工事）

L-1(15台)・L-3(12台)

L-1(14台)

ハンドホール 国土交通省仕様型 600×600×600

石畳風舗装 敷設

低木植栽

砂利舗装

舗装止め(W120)設置

9
0
0
内

外

8
0
0
内

外

500

1203
0
0

1
5
0

2
0
0

5
0

620

1,000

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(0-40)

再生粒調砕石(0-30)

改良土・良質土

埋設管(FEP30)

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ擬木柵 残置

凡例（既存）

名称記号 名称

防犯灯

東電柱

NTT柱

街路灯

引込鋼管ポール

記号

事業者名

縮尺

作成年月日

工事名

図面名

会社名

図面番号 ２４

坂川散策路整備工事

電気設備平面図（２）

令和６年３月

1：500(A3)

株式会社URリンケージ

松戸市 建設部 河川清流課

KEY PLAN

平面図ー１ 平面図ー２

平面図ー２ 平面図ー３

電 気 設 備 平 面 図 （２） １：２５０（Ａ１）
１：５００（Ａ３）

1：250(A1)

埋設配管断面参考図

１．庭園灯、スポットライトの配置間隔は１０ｍを基準とし、土木工事の施設・植栽と調整すること。

注記

調査番号【No.11～No.14】



松戸神社

陣屋口橋 潜龍橋

不動橋

慈眼寺

松先稲荷神社

縁石壊し、復旧（土木工事）

H

L-1-①

L-1-②

L-1-③

L-1-④

L-1

L-2-③

L-2-②

L-5-②

L-5-①

L-4-①

L-4-②

L-4-④

L-4

L-5

L-2

L-3

L-3-①

L-3-②

東電柱：角町58

L-4-③

東電柱：松西口139

電柱：角町93

HH

東電柱：角町44

L-2-①

東電柱：松西口502

プルボックスタイプＣ

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＢ

プルボックスタイプＣ
EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

KPEV-S 0.9㎟ -2P FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30) × 3

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4

FEP(30) × 2

FEP(30) ×2

B
B

B

B
B

0 5 10 20 30 ｍ

N

松戸神社

潜龍橋

L-5-②

L-5-①

L-4-①

L-4-②

L-4-④

L-4

L-5

L-4-③

東電柱：松西口139

東電柱：松西口502

プルボックスタイプＡ

プルボックスタイプＢ

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×4
FEP(30) ×2

凡例（平面図－３）

記号 名称 備考規格

庭園灯 LED6.0W

スポットライト LED31W

引込ポール 全長6.3m

引込分電盤 L-4・L-5

EM-CE3.5-3C FEP(30)

EM-CE3.5-3C FEP(30) ×2

FEP(30)

GL-700 掘削幅(440)深さ(740)（土木工事）

GL-700 掘削幅(620)深さ(740)（土木工事）

L-4(14台)・L-5(13台)

L-4(11台)

ハンドホール 国土交通省仕様型 600×600×600

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ擬木柵 残置

既存低木 保存

石畳風舗装 敷設

舗装止め(W120) 設置

120

1,000

620

3
00

50
15

0
20

0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(0-40)

再生粒調砕石(0-30)

改良土・良質土

埋設管(FEP30)

舗装止め

庭園灯
基礎ライン

既存柵

基礎ライン

凡例（既存）

名称記号 名称

防犯灯

東電柱

NTT柱

街路灯

引込鋼管ポール

記号

事業者名

縮尺

作成年月日

工事名

図面名

会社名

図面番号 ２５

坂川散策路整備工事

電気設備平面図（３）

令和６年３月

1：250(A1)

株式会社URリンケージ

松戸市 建設部 河川清流課

KEY PLAN

平面図ー２ 平面図ー３

電 気 設 備 平 面 図 （３）

1：500(A3)

１：５００（Ａ３）
１：２５０（Ａ１）

埋設配管断面参考図庭園灯まわり舗装止めイメージ

１．庭園灯、スポットライトの配置間隔は１０ｍを基準とし、土木工事の施設・植栽と調整すること。

注記

調査番号【No.11～No.14】



調査番号【No.11～No.14】



調査番号【No.11～No.14】
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